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古
代
日
本
に
お
い
て
、
外
国
使
節
が
来
日
し
た
際
の
迎
接
体
制

は
、
延
喜
太
政
官
式
と
治
部
式
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

・
太
政
官
式
蕃
客
条
（
）
は
割
書

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
（
浜
川
）

凡
蕃
客
入
朝
、
任
一
存
問
使
、
掌
客
使
、
領
帰
郷
客
使
各
二

人
、
随
使
各
一
人
、
通
事
一
人
一
（
入
京
之
時
令
二
存
問
便

兼
二
領
客
使
）
。
又
預
差
１
定
郊
労
使
、
慰
労
使
、
労
問
使
、

賜
衣
服
使
各
一
人
。
宣
命
使
、
供
食
使
各
二
人
（
豊
楽
院
各

一
人
、
朝
集
堂
各
一
人
）
。
賜
勅
書
使
、
賜
太
政
官
牒
使
各

二
人
一
（
史
一
人
随
二
官
牒
使
一
到
二
客
館
一
）
。

は
じ
め
に

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使

（
１
）

旧
稿
で
み
た
よ
う
に
、
太
政
官
式
の
迎
接
便
は
承
和
人
年
（
八
四

二
以
後
の
渤
海
使
来
Ｈ
記
事
に
散
見
さ
れ
る
が
、
治
部
式
の
迎
接

使
は
領
客
使
を
除
い
て
は
、
「
日
本
書
紀
」
以
外
ほ
と
ん
ど
確
認
で

（
２
）

き
な
い
た
め
、
両
式
の
成
立
時
期
は
異
な
る
と
み
ら
れ
る
。
士
《
た
、

太
政
官
式
で
は
存
問
使
が
他
の
迎
接
使
に
先
行
し
て
史
料
に
現
れ
る

よ
う
に
、
同
じ
式
文
内
の
迎
接
使
で
も
異
な
る
時
期
に
成
立
し
た
と

・
治
部
式
蕃
客
条

凡
蕃
客
入
朝
者
、
差
二
領
客
使
二
人
（
掌
二
在
路
雑
事
一
）
、
随

使
一
人
（
掌
・
一
記
録
及
公
文
事
）
、
掌
客
二
人
（
掌
二
在
京
雑

事
〈
有
一
一
史
生
二
人
）
、
共
食
一
一
人
．
（
掌
下
饗
日
各
対
話
使

者
聿
飲
宴
匹
自
余
使
見
二
大
政
官
式
）
。

浜
田
久
美
子
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し
か
し
、
詳
細
な
渤
海
使
来
日
記
事
を
載
せ
る
「
続
日
本
後
紀
」

以
後
の
国
史
と
は
異
な
り
、
そ
れ
以
前
の
「
続
日
本
紀
」
や
「
日
本

後
紀
」
か
ら
は
、
位
階
が
高
く
な
い
迎
接
使
の
任
務
が
判
明
す
る
記

事
は
少
な
い
。
従
来
、
迎
接
使
の
個
別
研
究
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の

も
こ
の
た
め
で
あ
り
、
国
史
以
外
の
史
料
を
視
野
に
含
め
た
検
討
が

必
要
と
な
る
。

九
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
勅
撰
漢
詩
集
の
ひ
と
つ
「
文
華
秀
麗

集
』
に
は
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
来
日
の
王
孝
廉
を
大
使
と
す
る

渤
海
使
来
日
に
関
す
る
一
連
の
漢
詩
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
漢

詩
中
に
は
存
問
使
や
領
客
使
の
語
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
文
華
秀
麗
集
」
の
渤
海
関
連
詩
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
の

（
３
）

（
４
）

分
野
か
ら
小
島
憲
之
氏
、
遠
藤
光
正
氏
ら
が
研
究
を
始
め
、
近
年
で

は
雑
誌
「
ア
ジ
ア
遊
学
」
連
載
の
「
渤
海
関
連
詩
を
読
む
」
に
お
い

（
５
）

て
解
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
Ⅱ
ま
た
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
大
日

（
６
）

（
７
）

（
８
）

方
克
己
氏
、
上
田
雄
氏
、
加
藤
順
一
氏
ら
が
日
渤
関
係
史
を
扱
う
な

か
で
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
り
、
個
々
の
漢
詩

の
内
容
は
深
め
ら
れ
て
き
た
が
、
渤
海
使
迎
接
に
注
目
し
た
分
析
は

十
分
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
漢
詩
を
検
討
す
る
こ
と

た
め
に
は
、
式
文
の
枠
を
離
れ
一

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
代
に
お
け
る
迎
接
体
制
を
考
え
る
で
、
存
問
使
と
領
客
使
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

た
め
に
は
、
式
文
の
枠
を
離
れ
て
、
個
別
の
迎
接
使
の
成
立
過
程
を

一
弘
仁
六
年
の
渤
海
使

法
政
史
学
第
六
十
六
号

弘
仁
六
年
に
入
京
し
た
渤
海
使
に
関
す
る
記
事
を
「
日
本
後
紀
」

及
び
「
類
聚
国
史
」
か
ら
整
理
し
た
も
の
が
【
表
Ｉ
］
で
あ
る
。
こ

の
表
を
も
と
に
渤
海
使
の
足
跡
を
概
観
し
た
い
。

渤
海
使
の
着
岸
地
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
が
、
十
一
月
九
日
の

出
雲
国
の
田
租
を
免
じ
て
蕃
客
に
供
え
る
と
い
う
記
事
よ
り
、
来
着

地
ま
た
は
安
置
国
が
出
雲
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
翌
年
正
月
に
は
入

京
し
、
元
日
朝
賀
や
正
月
七
日
の
節
会
、
十
六
日
の
踏
歌
な
ど
の
儀

式
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
使
節
の
構
成
は
正
月
七
日
の
叙
位
記

事
よ
り
、
大
使
王
孝
廉
、
副
使
高
景
秀
、
判
官
高
英
善
・
王
昇
基
、

録
事
鐸
仁
貞
・
烏
賢
徳
、
訳
語
李
俊
雄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

渤
海
か
ら
の
国
書
（
啓
）
の
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
月

二
十
二
日
に
み
え
る
日
本
の
国
書
か
ら
、
渤
海
啓
が
先
王
大
元
瞼
の

死
と
、
大
一
一
一
一
口
義
の
即
位
を
伝
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
国
書
授

与
以
後
は
、
五
月
十
八
日
に
大
使
王
孝
廉
ら
が
逆
風
に
遭
い
漂
廻
す

る
ま
で
記
録
が
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
渤
海
使
は
京
を
出

発
し
、
出
航
地
に
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
出
航
地
に
つ
い
て
は
、
五

月
一
一
十
三
日
に
越
前
国
に
大
船
を
用
意
さ
せ
て
い
る
記
事
が
み
え
る

も
の
の
、
地
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
小
島
憲
之
氏
や
遠
藤
光
正
氏

’一
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【表Ｉ】弘仁５年～７年の渤海便関連記事

LLF
漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
（
浜
田
）

次
に
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
に
関
す
る
漢
詩
文
を
み
て
い
き
た
い
。

（
、
）

一
連
の
渤
海
関
連
詩
は
、
「
文
華
秀
麗
集
」
や
「
緤
国
集
」
に
み

え
る
次
の
Ａ
～
Ｎ
ま
で
の
十
四
の
詩
で
あ
る
。

「
文
華
秀
麗
集
」

・
宴
集
Ａ
「
奉
レ
勅
陪
二
内
宴
一
詩
」
王
孝
廉

Ｂ
「
七
日
禁
中
陪
レ
宴
詩
」
鐸
仁
貞

Ｃ
「
春
日
対
し
雨
探
得
二
情
字
」
王
孝
廉

・
賎
別
Ｄ
「
春
日
賎
三
野
柱
史
奉
レ
使
存
ゴ
間
渤
海
客
一
」
巨
識
人

（
９
）

は
敦
賀
に
松
原
客
館
が
あ
る
こ
と
か
ら
敦
賀
を
出
航
地
と
み
て
い
う
。

が
、
近
年
は
後
述
の
よ
う
に
、
漢
詩
文
Ｌ
よ
り
出
雲
と
み
る
大
日
方

克
己
氏
や
加
藤
順
一
氏
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

渡
航
に
失
敗
し
た
王
孝
廉
は
六
月
十
四
日
に
病
没
し
て
し
ま
う
。

翌
年
の
弘
仁
七
年
五
月
に
副
使
高
景
秀
ら
に
再
度
国
書
が
賜
ら
れ
て

い
る
た
め
、
渤
海
使
は
孝
廉
没
後
も
一
年
近
く
出
航
で
き
ず
に
そ
の

ま
ま
日
本
に
滞
在
し
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
二
度
、
の
国
書
は
一
度

目
の
国
書
の
内
容
を
縮
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
王
孝
廉
の
死
と
判
官

王
昇
基
や
録
事
鐸
仁
貞
の
死
が
追
記
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
物
故
者

が
出
て
い
る
。
そ
の
後
は
渤
海
使
に
関
す
る
記
述
が
な
い
た
め
、
一

行
は
ま
も
な
く
出
航
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
漢
詩
文
の
検
討

一一一

西暦 年 月[１ 内容 典拠

814

815

弘仁５

弘仁６

９．３０

1１．９

正・朔

正・７

正.１６

ｆ・２０

I]ミ.２２

５．１８

５．２３

６．１４

渤海国が使者を派遣して方物を献ずる゜

賊乱と蕃客供給のため出雲'三1の'１]租を免ず゜

天皇が大極殿に出御して朝を受〈．蕃客位に陪る。

五位以上と渤海使を宴す。女楽を奏す。渤海大使

以下叙位、賜禄あり。

天皇が豊楽院に出御して五位以上と蕃客を宴す。

踏歌を奏す。

朝集堂で大使王孝廉らを饗すに)楽及び禄を賜う。

渤海王宛の図書を賜う。

王孝廉ら海中で逆風にあって漂廻。

越前国に大船を選ばせる。

王孝廉莞ず。正三位を贈る。

後紀

816 弘仁７ ５．２
副使高景秀以下に夏衣を賜い、渤海王宛の国書を

賜う。
類史
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・
贈
答
Ｅ
「
害
し
懐
呈
二
王
中
書
一
」
仲
雄
王

Ｆ
「
秋
朝
聴
レ
雁
寄
二
渤
海
入
朝
高
判
官
鐸
録
事
一
」

坂
今
雄

Ｇ
「
和
二
渤
海
大
使
見
レ
寄
之
作
一
」
坂
今
継

Ｈ
「
春
夜
宿
二
鴻
艫
｜
簡
二
渤
海
入
朝
王
大
使
一
」
滋
野

貞
主

Ｉ
「
和
下
渤
海
入
観
副
使
公
賜
レ
対
二
龍
顔
一
之
作
上
」
桑

腹
赤

Ｊ
「
在
二
辺
亭
一
賦
得
二
山
花
一
戯
寄
二
両
箇
領
客
使
井

滋
三
一
」
王
孝
廉

Ｋ
「
和
二
坂
領
客
対
し
月
思
レ
郷
見
レ
贈
之
作
一
」
王
孝
廉

Ｌ
「
従
二
出
雲
州
一
害
し
情
寄
二
両
箇
勅
使
一
」
王
孝
廉

Ｍ
「
和
下
滋
内
史
奉
レ
使
遠
行
観
二
野
焼
一
之
作
上
」
巨
識

人

『
経
国
集
」
Ｎ
「
春
日
泰
レ
使
入
一
一
渤
海
客
館
一
」
滋
野
貞
主

『
文
華
秀
麗
集
」
「
経
国
集
』
と
も
に
漢
詩
が
時
系
列
で
排
列
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
個
々
の
詩
が
い
つ
ど
こ
で
詠
ま
れ
た
の
か
は
、
詩

の
詞
書
や
内
容
よ
り
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
、
Ａ

～
Ｎ
の
漢
詩
を
時
系
列
に
並
び
替
え
て
、
早
い
も
の
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

法
政
史
学
第
六
十
六
号

（
二
存
問
使
派
遣
時
の
詩
（
Ｍ
）

一
連
の
漢
詩
で
も
っ
と
も
最
初
に
詠
ま
れ
た
の
が
、
弘
仁
五
年
に

出
雲
に
派
遣
さ
れ
た
存
問
使
が
そ
の
途
中
で
詠
ん
だ
と
み
ら
れ
る
次

の
Ｍ
詩
で
あ
る
。

Ｍ
和
下
滋
内
史
奉
レ
使
遠
行
観
二
野
焼
一
之
作
い
－
首
。
巨
識
人

皇
華
辞
し
宅
遠
有
し
期
行
踏
二
雲
山
一
臘
月
時
疋
馬
駈
馳
忽

逢
レ
夜
瞑
壕
暗
色
迷
レ
所
し
之

誰
村
野
火
客
行
辺
不
し
侍
一
月
輝
一
見
二
朗
天
一
初
着
二
孤

叢
一
微
僚
発
須
爽
逆
散
万
山
然

炎
燗
紛
飛
無
一
暫
断
一
冬
時
不
し
寒
還
生
し
暖
状
似
・
一
天
河
暁

星
落
一
色
如
二
仙
竈
暮
煙
満
一

寒
氷
錆
尽
百
谷
中
熱
雲
蒸
落
九
天
空
山
鳥
愁
し
傷
二
構
し
巣

樹
一
野
人
畏
し
着
二
編
し
宇
蓬
四

忽
起
二
辺
風
一
吹
一
焦
声
一
雄
光
列
列
看
更
明
長
途
今
夜

不
し
知
し
晴
屡
策
二
軽
蹄
一
独
照
レ
行

こ
の
詩
は
、
巨
識
人
（
巨
勢
識
人
）
が
滋
内
史
（
滋
野
貞
主
）
作

の
詩
に
唱
和
し
た
詩
で
あ
る
。
滋
内
史
が
滋
野
貞
主
で
あ
る
こ
と

は
、
『
文
華
秀
麗
集
」
巻
中
の
嵯
峨
天
皇
御
製
詩
に
「
同
下
内
史
滋
貞

主
追
刺
和
武
蔵
録
事
平
五
月
訪
二
幽
人
遺
跡
一
之
作
上
」
と
い
う
漢
詩
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
貞
主
は
弘
仁
年
間
に
内
記
を
務

（
、
）

め
て
い
る
。
「
内
史
」
は
「
内
記
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。 四
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詩
の
冒
頭
の
「
皇
華
」
と
は
、
「
大
漢
和
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
「
小

雅
」
皇
皇
者
華
序
に
「
君
遣
二
使
臣
一
也
、
送
レ
之
以
二
礼
楽
二
一
一
一
口
遠
而

有
・
一
光
華
・
也
」
と
あ
る
部
分
が
転
じ
て
、
天
子
の
使
臣
、
勅
使
の
こ

と
を
指
す
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
は
、
貞
主
が
勅
使
と
し

て
臘
月
（
陰
暦
十
二
月
）
に
遠
行
し
て
見
た
野
焼
の
様
子
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
識
人
が
唱
和
し
た
貞
主
の
詩
も
残
っ
て
お

ら
ず
、
何
の
た
め
の
勅
使
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

渤
海
使
に
関
す
る
語
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
こ
の
詩
を
渤
海
関

（
５
）

連
詩
で
あ
る
と
説
い
た
の
が
井
実
充
史
氏
で
あ
る
。
丼
実
氏
は
、
識

人
が
貞
主
の
賤
別
に
作
っ
た
り
「
春
日
賎
：
一
野
柱
史
奉
レ
使
存
刈
問
渤

海
客
一
」
詩
（
後
掲
）
と
Ｍ
詩
は
関
連
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
氏
は
、

Ｄ
詩
の
「
野
柱
史
」
弓
柱
史
」
は
内
記
の
唐
名
）
も
滋
野
貞
主
を
指

し
、
貞
主
が
存
問
使
を
奉
じ
て
い
る
た
め
、
Ｍ
詩
の
「
使
」
も
存
問

使
の
こ
と
で
あ
り
、
。
貞
主
は
）
お
そ
ら
く
こ
の
（
Ｍ
詩
の
）
と
き

は
存
問
使
と
し
て
王
孝
廉
一
行
の
入
国
審
査
を
す
る
た
め
に
赴
い
た

の
で
あ
ろ
う
」
と
理
解
し
て
い
る
。
確
か
に
、
「
文
華
秀
麗
集
」
で

「
奉
使
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
Ｄ
詩
と
Ｍ
詩
の
み
で

あ
る
。
国
司
が
京
を
出
発
す
る
場
合
に
は
「
赴
任
」
の
語
で
記
さ
れ

て
お
り
、
「
奉
使
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
渤
海
使
が
弘
仁
六
年
の
元
日
朝
賀
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
弘
仁
五
年
中
に
入
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
延
喜
主
計
式
に

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
便
（
浜
田
）

（
二
）
正
月
の
宴
会
で
の
詩
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｉ
）

Ａ
泰
レ
勅
陪
二
内
宴
薑
詩
。
一
首
。
王
孝
廉

海
国
来
朝
自
一
遠
方
一
百
年
一
酔
謁
・
天
裳
一
日
宮
座
外
何

所
し
見
五
色
雲
飛
万
歳
光

Ｂ
七
Ⅱ
禁
中
陪
レ
宴
詩
。
一
首
。
樺
仁
貞

入
刈
朝
貴
同
一
葱
一
一
下
客
一
七
日
承
し
恩
作
一
一
上
賓
一
更
見
鳳
声

無
一
妓
態
一
風
流
変
動
一
国
春

Ａ
は
渤
海
大
使
王
孝
廉
が
内
宴
の
席
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
り
、
Ｂ
は

渤
海
録
事
鶴
仁
貞
が
正
月
七
日
の
宴
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
Ａ
が
詠

ま
れ
た
日
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
と
同
じ
正
月
七
日
と
み
る
小
島
説
や
上

田
説
と
、
平
安
時
代
の
年
中
行
事
と
し
て
の
内
宴
が
正
月
二
十
Ｈ
頃

よ
れ
ば
、
出
雲
ま
で
は
下
り
で
八
日
、
上
り
で
十
五
日
の
計
二
十
一
二

日
を
要
す
る
た
め
、
渤
海
使
が
弘
仁
五
年
中
に
入
京
す
る
た
め
に

は
、
存
問
使
の
出
雲
へ
の
出
立
は
遅
く
と
も
十
二
月
初
旬
と
な
り
、

Ｍ
の
「
臘
月
」
と
季
節
が
一
致
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
井
実
説
に
従
い
、
Ｍ
詩
が
存
問
使

派
遣
の
途
中
で
詠
ま
れ
た
詩
と
考
え
た
い
。
さ
ら
に
、
存
問
使
貞
主

が
見
た
野
焼
に
つ
い
て
、
識
人
も
そ
の
様
子
を
詳
細
に
詠
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
識
人
も
貞
主
と
と
も
に
存
問
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
野

焼
を
み
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。

五
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に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
正
月
二
十
日
に
詠
ま
れ
た
と
す
る
遠
藤

（
５
）

説
、
後
藤
説
、
加
藤
説
が
あ
る
。
内
宴
は
嵯
峨
朝
を
成
立
期
と
し
、

天
皇
の
私
的
な
饗
宴
で
、
唐
楽
や
文
人
賦
詩
を
中
心
と
す
る
も
の
と

（
皿
）

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
弘
仁
六
年
の
正
月
七
日
や
一
一
十
日
の
宴
会

に
は
天
皇
の
出
御
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
日
と
み
て
よ

い
か
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
天
皇
の
出
御
が
確
認
で
き
る
の
は
正
月

十
六
日
の
踏
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
日
で
あ
る
と
い
う
根
拠
も
な
く
、

こ
こ
で
は
具
体
的
な
日
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｉ
和
下
渤
海
入
親
副
使
公
賜
し
対
二
龍
顔
一
之
作
い
－
首
。
桑
腹
赤

渤
海
望
無
し
極
菅
波
路
幾
千
占
し
雲
遥
驍
レ
水
就
レ
日
遠

朝
し
天

慶
自
一
一
紫
霄
一
降
恩
将
丹
化
宣
以
二
君
呉
札
耳
一
応
悦

聴
二
薫
絃

Ｉ
は
渤
海
副
使
高
景
秀
の
「
公
に
龍
顔
に
対
ゆ
る
こ
と
を
賜
う
」

と
い
う
詩
に
桑
原
腹
赤
が
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
桑
原
腹
赤
〈
の

ち
の
都
腹
赤
）
は
弘
仁
五
年
成
立
の
『
凌
雲
集
」
目
録
に
「
文
章
生

（
週
）

相
模
権
博
士
太
初
位
下
」
と
あ
る
の
で
、
文
章
生
と
し
て
渤
海
使
と

の
宴
会
に
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
景
秀
の
作
品
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
「
龍
顔
」
す
な
わ
ち
嵯
峨
天
皇
に
対
面
し
た
後
に
詠
ま
れ
た

詩
で
あ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
正
月
の
宮
中
で
の
宴
会
で
詠
ま
れ
た
も

の
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
Ａ
同
様
具
体
的
な
日
を
特
定
す
る
手

法
政
史
学
第
六
十
六
号

（
三
）
京
の
鴻
艫
館
で
の
詩
（
Ｈ
）

Ｈ
春
夜
宿
二
鴻
艫
（
簡
二
渤
海
入
朝
王
大
使
巫
一
首
。
滋
貞
主

枕
上
宮
鐘
伝
二
暁
漏
一
雲
間
賓
雁
送
一
春
声
一
辞
し
家
里
許

不
レ
勝
レ
感
況
復
他
郷
客
子
情

作
者
は
存
問
使
滋
野
貞
主
で
あ
る
。
詞
書
の
「
鴻
艫
」
と
は
、
外

国
使
節
が
宿
泊
す
る
客
館
「
鴻
艫
館
」
の
こ
と
で
、
平
安
時
代
に
は

平
安
京
と
難
波
、
大
宰
府
に
置
か
れ
た
。
ま
た
、
「
簡
」
字
に
は

「
手
紙
を
書
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鴻
艫
館
に
泊

ま
っ
た
貞
主
が
渤
海
大
使
王
孝
廉
に
手
紙
で
託
し
た
漢
詩
と
解
釈
で

き
る
ｏ

こ
の
詩
の
「
鴻
艫
」
に
つ
い
て
は
、
京
中
鴻
艫
館
説
と
渤
海
使
の

（
５
）

出
航
地
の
客
館
説
が
あ
る
。
小
島
氏
、
上
田
氏
、
山
谷
氏
は
京
中
説

を
、
遠
藤
氏
、
大
日
方
氏
、
加
藤
氏
は
出
航
地
の
客
館
説
を
支
持
し

て
い
る
。
京
中
説
で
は
、
渤
海
使
が
在
京
し
て
い
る
弘
仁
六
年
正
月

に
詠
ま
れ
た
詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
出
航
地
説
で
は
渤
海
使
が

出
航
地
に
着
い
た
弘
仁
六
年
の
二
月
か
ら
一
一
一
月
頃
の
詩
と
な
る
。

出
航
地
説
を
と
る
遠
藤
氏
は
、
存
問
使
貞
主
が
壬
孝
廉
ら
と
と
も

に
出
航
地
（
遠
藤
氏
が
出
航
地
を
敦
賀
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
）
に
同
行
し
て
お
り
、
そ
の
途
中
王
孝
廉

が
か
り
は
な
い
。

六
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客
館
に
は
「
疾
病
の
民
」
が
お
り
、
建
物
や
垣
根
は
壊
れ
、
庭
路
も

汚
れ
て
い
る
た
め
、
正
月
に
入
京
し
た
渤
海
使
に
鴻
艫
館
が
提
供
で

き
ず
、
代
わ
っ
て
鴻
艫
館
に
い
る
貞
主
が
別
の
場
所
に
い
る
渤
海
使

に
手
紙
で
詩
を
託
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

の
も
と
に
送
っ
た
詩
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
出
航
地
と
み
る
根
拠
と

し
て
は
、
後
述
の
Ｃ
詩
と
Ｊ
詩
が
、
こ
の
Ｈ
詩
と
共
通
す
る
下
平
声

「
八
庚
」
の
韻
字
で
作
ら
れ
て
お
り
、
Ｃ
詩
と
Ｊ
詩
は
明
ら
か
に
出

航
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
「
辺
庁
」
「
辺
亭
」
で
詠
ま
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
Ｈ
詩
も
同
様
に
出
航
地
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
す
る
の
で

あ
る
。
大
日
方
氏
も
こ
の
遠
藤
説
を
支
持
し
、
「
鴻
艫
」
と
い
う
表

現
が
出
航
地
の
宿
泊
施
設
の
漢
語
表
現
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
京
中
説
の
う
ち
、
山
谷
氏
は
貞
主
が
手
紙
で
漢
詩
を
託
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
鴻
艫
館
に
宿
泊
し
て
い
た
の
は
貞
主
の
み

で
、
渤
海
使
は
宿
泊
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の

理
由
と
し
て
「
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
三
月
癸
酉
（
一
一
日
）
条
に
み

え
る
次
の
記
事
を
挙
げ
て
い
る
。

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
（
浜
田
）

制
、
蕃
国
之
使
、
入
朝
有
し
期
、
客
館
之
設
、
常
須
・
一
牢
固
り
頃

者
疾
病
之
民
、
就
レ
此
寓
宿
、
遭
レ
喪
之
人
、
以
為
：
隠
処
へ

破
二
壊
舎
垣
へ
汚
刈
微
庭
路
心
宜
し
令
二
弾
正
井
京
職
検
校
心

し
か
し
、
三
月
の
こ
の
記
事
か
ら
正
月
に
渤
海
使
が
鴻
艫
館
に
宿

泊
し
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
や
は
り
、
鴻
艫
館
は
客
館
で

あ
り
、
渤
海
使
は
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
上
田
氏
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
存
問
使
貞
主
は
渤
海
便
と
の
宴
会
に
参
加
し
、
そ

の
ま
ま
使
節
と
と
も
に
鴻
艫
館
に
宿
泊
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
漢
詩
を
手
紙
に
書
い
て
託
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
出
立

す
る
渤
海
使
へ
の
贈
り
物
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
貞
主
は
存
問
使

で
あ
り
、
渤
海
使
帰
国
に
際
し
て
は
同
行
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
存
問
使
と
領
客
使
の
任
務
の
差
異
を
明
確
に
す
る
重
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
後
述
の
よ

う
に
、
渤
海
使
に
は
領
客
使
が
同
行
し
て
お
り
、
貞
主
が
同
行
し
た

こ
と
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
貞
主

が
同
行
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
出
航
地
の
客
館
説
も
成
り
立

た
な
い
こ
と
に
な
る
。

京
中
説
を
裏
付
け
る
根
拠
と
し
て
は
、
詩
の
冒
頭
「
枕
上
宮
鐘
」

の
語
が
あ
る
。
小
島
氏
は
「
宮
」
字
を
五
音
の
一
つ
「
喉
音
」
を
意

味
す
る
「
黄
鐘
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
遠
藤
氏
も
こ
の
説
を
継
承
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
は
、
鐘
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
特
定
で

き
な
い
。
し
か
し
、
山
谷
氏
は
「
菅
家
文
草
』
巻
一
「
雪
中
早
衙
」

に
み
え
る
「
風
送
宮
鐘
暁
漏
聞
」
の
「
宮
鐘
」
を
、
川
口
久
雄
氏
が

七
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（
四
）
出
航
地
で
の
詩
ｌ
春
（
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｇ
．
Ｌ
）

Ｃ
春
Ⅱ
対
し
雨
、
探
得
二
情
字
っ
一
首
。
王
孝
廉

主
人
開
し
宴
在
二
辺
庁
・
客
酔
如
し
泥
等
：
上
京
疑
是
雨
師

知
二
聖
意
一
甘
滋
芳
潤
澱
二
羅
情
Ｃ

作
者
は
渤
海
大
使
王
孝
廉
で
あ
る
。
詞
書
の
「
探
得
情
字
」
と

は
、
韻
字
と
し
て
「
情
」
字
を
Ⅲ
い
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
詩
を
作

る
「
探
韻
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
京
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
、
「
在
辺
庁
」
の
語
か
ら
わ
か
る
。
「
辺
庁
」
は
二
句
目
の

（
喝
）

「
上
京
」
（
平
安
京
）
と
対
句
に
な
っ
て
お
り
、
京
外
の
地
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
出
航
地
へ
向
か
う
途
中
の
国
・
郡
庁
や
駅
亭

で
あ
る
の
か
、
出
航
地
の
客
館
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、

詩
の
冒
頭
の
宴
の
主
催
者
で
あ
る
「
主
人
」
も
在
庁
官
人
か
、
渤
海

使
に
京
よ
り
同
行
し
て
い
る
領
客
使
か
不
明
で
あ
る
。
四
句
目
の

「
羅
情
」
の
「
霧
」
字
に
「
旅
」
の
意
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
航
地

に
到
着
す
る
以
前
の
詩
か
も
し
れ
な
い
。

法
政
史
学
第
六
十
六
号

〈
Ｍ
）

「
宮
中
の
鐘
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
支
持
し
、
Ｈ
詩
の
場
〈
ロ
も

「
宮
中
の
鐘
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
山
谷
説

に
従
い
た
い
。
「
宮
鐘
」
が
宮
中
の
鐘
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て

い
る
貞
主
は
京
内
の
鴻
臘
館
に
い
る
こ
と
に
な
り
、
Ｈ
詩
は
京
中
鴻

臘
館
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

Ｊ
在
二
辺
亭
一
賦
得
二
山
花
弍
戯
寄
二
両
箇
領
客
使
井
滋
一
一
一
毛
一

首
。
王
孝
廉

芳
樹
春
色
色
甚
明
初
開
以
レ
咲
聴
無
し
声
主
人
毎
ｕ
専
肇
尽

残
片
何
時
贈
二
客
情
一

Ｃ
詩
と
同
様
王
孝
廉
の
作
で
あ
る
。
「
在
辺
亭
」
と
い
う
語
、
「
山

花
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
こ
と
、
「
主
人
」

が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
Ｃ
詩
と
の
共
通
点
は
多
い
。
た
だ

し
、
Ｃ
詩
に
み
え
る
雨
に
つ
い
て
の
語
が
な
い
た
め
、
異
な
る
Ⅱ
に

詠
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
詩
宴
が
出
航
地
に
着
く
前

後
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

詞
書
の
「
両
箇
領
客
使
井
滋
三
」
と
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

後
掲
Ｇ
詩
の
作
者
が
坂
上
今
継
で
あ
り
、
後
掲
Ｋ
詩
に
「
坂
領
客
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
坂
上
今
継
が
領
客
使
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
今
継
は
、
「
後
紀
」
序
文
に
「
従
五
位
下
勲
七
等
行
大
外
記
兼

紀
伝
博
士
」
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
お
り
、
「
後
紀
」
編
纂
に
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
凌
雲
集
」
目
録

に
「
左
大
史
正
六
位
上
兼
行
伊
勢
権
大
橡
坂
上
忌
寸
今
継
」
と
あ

り
、
ま
た
、
故
実
叢
書
本
「
西
宮
記
」
巻
四
所
引
弘
仁
七
年
六
月
二

十
二
日
宣
旨
に
「
少
外
記
坂
上
忌
寸
今
継
」
と
あ
る
た
め
、
弘
仁
六

年
前
後
に
は
左
大
史
あ
る
い
は
少
外
記
を
務
め
て
い
た
こ
と
に

〈
通
）

な
る
。

八
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詞
書
に
は
「
両
筒
領
客
使
」
と
あ
る
た
め
、
領
客
使
は
二
人
い
る

こ
と
に
な
る
。
治
部
式
で
も
領
客
使
の
定
員
は
二
人
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
も
う
一
人
の
領
客
使
は
誰
な
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
後

掲
Ｆ
詩
の
作
者
が
「
坂
今
雄
」
で
あ
る
た
め
、
領
客
使
は
坂
上
今
継

と
坂
上
今
雄
の
二
人
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
今
雄
に
つ

い
て
は
、
他
の
史
料
に
ま
っ
た
く
名
前
が
み
え
ず
、
今
継
の
誤
写
と

（
Ⅳ
）

み
る
説
が
松
浦
友
久
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
誤
写

と
考
え
た
い
。
も
し
今
雄
と
今
継
が
別
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
領
客
使
と

し
て
渤
海
使
に
付
き
添
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
敢
え
て
両
者
を
識
別

で
き
な
い
「
坂
領
客
」
と
称
す
る
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
領
客
使
の
一

人
は
坂
上
今
継
で
あ
る
が
、
も
う
一
人
は
不
明
と
言
う
ほ
か
は
な

い
。で
は
、
「
滋
三
」
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
「
滋
」
字
よ
り
、
存

問
使
で
あ
る
滋
野
貞
主
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
加
藤
氏
は

（
旧
）

「
家
訳
之
第
三
子
也
」
と
そ
の
卒
伝
に
書
か
れ
て
い
る
滋
野
貞
雄
と

す
る
新
説
を
示
し
た
。
貞
男
と
貞
主
は
と
も
に
家
訳
の
息
子
で
あ

（
旧
）

る
。
貞
主
が
弘
仁
六
年
に
大
内
記
に
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
、
貞
雄

は
弘
仁
七
年
に
主
殿
少
属
で
あ
る
た
め
、
貞
雄
の
ほ
う
が
年
下
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
貞
雄
は
弘
仁
七
年
の
任
官
が
最
初
で
あ
る
た
め
、

弘
仁
六
年
に
は
学
生
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
貞
主
は

「
文
華
秀
麗
集
」
中
で
「
内
史
滋
貞
主
」
「
野
柱
史
」
「
野
内
史
」

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
（
浜
田
）

「
滋
内
史
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
内
記
で
あ
る
こ
と
を
付
さ

な
い
「
滋
三
」
と
書
か
れ
て
い
る
例
は
こ
の
Ｊ
詩
以
外
他
に
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
加
藤
説
に
従
っ
て
「
滋
三
」
は
貞
雄
を
指
す
と

考
え
、
前
述
の
よ
う
に
存
問
使
貞
主
は
渤
海
使
に
同
行
し
て
い
な
い

と
考
え
た
い
。
さ
ら
に
、
「
滋
三
」
が
、
治
部
式
蕃
客
条
に
領
客
使

に
川
行
し
て
記
録
を
掌
る
随
使
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

Ｇ
利
一
渤
海
大
使
見
レ
寄
之
作
幻
一
首
。
坂
今
継

賓
亭
寂
寛
対
菖
青
渓
一
処
処
登
臨
旅
念
懐
万
里
雲
辺
辞
し
国

遠
三
春
煙
裡
望
レ
郷
迷

長
天
去
雁
催
二
帰
思
薑
幽
谷
来
鶯
助
二
客
啼
．
｜
面
相
逢

如
二
旧
識
一
交
情
自
与
一
古
人
一
斉

王
孝
廉
の
詩
に
坂
上
今
継
が
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
孝
廉
の
作

品
は
前
掲
の
Ｃ
詩
、
Ｊ
詩
と
後
掲
の
Ｌ
詩
が
あ
り
、
Ｊ
詩
。
Ｌ
詩
に

は
そ
れ
ぞ
れ
「
両
箇
領
客
使
井
滋
三
に
寄
せ
る
」
「
両
箇
勅
使
に
寄

せ
る
」
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
Ｇ
詩
の
作
者
今
継
に
寄
せ
ら
れ
た

詩
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｌ
詩
に
は
Ｇ
詩
と
類
似
す
る
「
速
帰
恩
」

「
北
雁
」
「
長
天
」
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ

詩
は
Ｌ
詩
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
と
す
る
遠
藤
氏
や
大
日
方
氏
、
加
藤

氏
の
説
が
あ
る
。

詩
が
詠
ま
れ
た
時
期
は
、
四
句
目
に
「
’
一
一
春
」
と
み
え
る
。
「
三

春
」
は
春
の
一
一
一
ヶ
月
、
す
な
わ
ち
一
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
冒
頭

九
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の
「
實
亭
」
は
出
航
地
の
客
館
と
み
ら
れ
る
。

Ｌ
従
二
出
雲
州
一
害
し
情
寄
二
両
箇
勅
使
一
一
首
。
王
孝
廉

南
風
海
路
速
二
帰
思
一
北
雁
長
天
引
二
旅
情
一
頼
有
二
鯛
鑑
隻

鳳
伴
一
莫
レ
愁
多
日
住
二
辺
亭
一

こ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
遠
藤
氏
は
ａ
論
文
で
弘
仁

六
年
春
の
帰
国
時
と
し
な
が
ら
も
、
ｂ
論
文
で
は
弘
仁
五
年
の
来
着

時
と
し
て
い
る
。
弘
仁
五
年
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
渤
海
使
の
帰
国

航
路
が
直
接
日
本
海
を
横
断
す
る
の
で
な
く
、
対
馬
海
流
に
乗
っ
て

東
北
地
方
沿
岸
に
進
ん
で
か
ら
北
海
道
や
サ
ハ
リ
ン
沖
で
リ
マ
ン
海

（
卯
）

流
に
乗
り
沿
海
州
を
南
下
し
て
帰
る
と
す
る
田
島
公
氏
の
説
を
援
用

し
、
遠
藤
氏
の
想
定
す
る
出
航
地
敦
賀
よ
り
出
雲
に
立
ち
寄
る
の
で

は
、
田
島
説
の
帰
国
航
路
と
逆
に
な
る
た
め
、
帰
国
時
で
な
く
来
着

時
の
詩
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
遠
藤
説
に
つ
い
て
大
日
方
氏
は
、
詩
中
の
「
南
風
の
吹
く
海

路
や
北
雁
に
帰
国
の
思
い
を
か
き
た
て
ら
れ
る
こ
と
」
は
す
で
に
小

島
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
帰
国
時
の
心
情
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
や
、
前
述
の
Ｇ
詩
に
Ｌ
詩
と
類
似
し
た
語
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
Ｌ
詩
を
受
け
て
Ｇ
が
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
Ｌ
詩
は
帰
国
時
の
弘
仁
六
年
春
の
作
と
し
、
出
航
地
出
雲
に
お

い
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
大
日
方
氏
の
見
解
に

従
い
た
い
。

法
政
史
学
第
六
十
六
号

渤
海
使
に
同
行
し
て
い
る
の
が
二
人
の
領
客
使
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
鐇
鯛
な
る
隻
鳳
」
は
領
客
使
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
鍋
鯛
」
に

は
「
鳳
凰
の
鳴
き
声
の
形
容
」
の
意
味
が
あ
る
た
め
、
鳳
凰
を
天
皇

の
比
楡
と
す
れ
ば
、
領
客
使
は
勅
使
で
あ
り
、
詞
書
の
「
両
箇
勅

使
」
は
領
客
使
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
京
で
王
孝
廉
を
思
っ
て
詠
ん
だ
詩
（
Ｅ
）

Ｅ
害
し
懐
呈
二
王
中
害
心
一
首
。
仲
雄
王

辺
旅
十
年
老
二
時
明
一
海
行
千
里
入
二
帝
城
一
君
門
九
重

未
し
通
し
籍
閑
臥
窓
樹
晩
鴬
声

「
王
中
書
」
は
王
孝
廉
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
孝
廉
の
官
職
は
不

明
で
あ
り
、
「
新
唐
書
」
に
み
え
る
渤
海
の
官
制
に
は
該
当
の
官
職

は
み
え
な
い
が
、
「
中
書
」
は
唐
で
は
中
書
省
の
こ
と
で
、
日
本
で

は
中
務
省
の
官
人
に
相
当
す
る
官
職
で
あ
る
。
ま
た
、
作
者
の
仲
雄

壬
は
系
譜
未
詳
で
あ
る
が
、
「
文
華
秀
麗
集
」
の
序
文
を
書
い
た
人

物
で
あ
る
。
序
文
に
は
「
従
五
位
下
守
大
舎
人
兼
信
濃
守
」
と
あ

り
、
「
凌
雲
集
」
目
録
よ
り
弘
仁
五
年
に
従
五
位
下
内
膳
正
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
詩
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
場
面
で
詠
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
で
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
詩
中
の

「
君
門
九
重
い
ま
だ
籍
を
通
ぜ
ず
」
の
部
分
は
、
仲
雄
王
が
宮
中
に

￣

○
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（
六
）
出
航
地
で
の
詩
ｌ
夏
・
秋
（
Ｋ
・
Ｆ
）

Ｋ
和
二
坂
領
客
対
し
月
思
レ
郷
見
レ
贈
之
作
心
一
首
。
王
孝
廉

寂
寂
朱
明
夜
団
団
白
月
輪
幾
山
明
影
徹
万
象
水
天
新

棄
妾
着
生
し
帳
羅
情
対
動
し
神
誰
一
言
千
里
隔
能
照
両
郷
人

作
者
王
孝
廉
が
「
坂
領
客
」
（
坂
上
今
継
）
の
詠
ん
だ
詩
に
昭
和
し

た
も
の
で
あ
る
。
詩
中
の
「
朱
明
」
は
朱
夏
と
何
様
夏
を
意
味
す
る

語
で
、
王
孝
廉
は
五
月
に
航
海
に
失
敗
し
た
の
ち
、
六
月
十
囚
日
に

は
病
没
し
て
い
る
た
め
、
夏
（
四
月
）
に
入
っ
て
か
ら
没
す
る
ま
で

の
作
と
な
る
。
こ
の
詩
よ
り
、
領
客
使
今
継
が
夏
を
迎
え
て
も
渤
海

使
と
と
も
に
出
雲
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
秋

に
な
っ
て
も
滞
在
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
次
の
Ｆ
詩
よ
り
う
か
が
え

入
る
た
め
の
宮
門
を
く
ぐ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
り
、
そ
の

た
め
王
孝
廉
に
直
接
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仲
雄
王
が
宮
中
に
入
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
、
「
文
華
秀
麗
集
」
巻
上
贈
答
に
「
蒙
鑓
外
居
、
靭
以
述
懐
、
敬

簡
金
吾
将
軍
。
」
と
い
う
仲
雄
王
の
詩
が
注
目
で
き
る
。
こ
の
詞
書

よ
り
、
仲
雄
王
は
何
ら
か
の
責
を
負
い
、
蟄
居
の
身
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
在
京
中
の
王
孝
廉
に
会
え
な
か
っ
た
残
念
な
気

持
ち
を
、
「
晩
鶯
声
」
が
聞
こ
え
る
晩
春
（
三
月
）
に
、
出
航
地
に

い
る
王
孝
廉
の
も
と
に
手
紙
を
託
し
て
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
（
浜
田
）

以
上
（
ご
～
（
六
）
で
み
て
き
た
時
期
に
つ
い
て
、
先
行
研
究

と
本
稿
の
説
の
差
異
を
整
理
し
た
も
の
が
【
表
Ⅱ
］
で
あ
る
。
こ
の

表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
で
は
Ｆ
詩
を
一
連
の
渤
海

関
連
詩
を
時
系
列
で
並
べ
た
最
後
の
詩
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
Ｄ
詩
と
Ｎ
詩
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
そ
の
後

る
。Ｆ
秋
朝
聴
し
雁
寄
一
一
渤
海
入
朝
高
判
官
・
鐸
録
事
幻
一
首
。

坂
今
雄

大
海
途
難
し
渉
孤
舟
未
し
得
し
廻
不
し
如
関
朧
雁
春
去
復
秋

来

弘
仁
五
年
九
月
三
十
Ⅱ
に
来
着
が
伝
え
ら
れ
、
弘
仁
七
年
五
月
の

記
事
を
最
後
に
出
航
し
て
い
る
渤
海
使
が
、
Ⅱ
本
で
迎
え
た
秋
は
弘

仁
六
年
秋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
判
官
は
高
英
善
で
、
鐸
録
事
は

鐸
仁
貞
で
あ
る
が
、
鐸
仁
貞
は
弘
仁
七
年
五
月
の
国
書
で
物
故
し
た

こ
と
が
み
え
る
。
仁
貞
の
死
亡
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
が

詠
ま
れ
た
秋
の
日
以
後
の
こ
と
に
な
る
。
詩
の
作
者
今
雄
は
前
述
の

よ
う
に
領
客
使
坂
上
今
継
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
詩
の
冒
頭
部
分

「
大
海
途
渉
る
こ
と
難
く
、
孤
舟
い
ま
だ
廻
る
を
得
ず
」
と
い
う
句

か
ら
は
、
王
孝
廉
が
漂
廻
し
た
五
月
の
出
航
失
敗
を
詠
み
と
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
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（
七
）
二
度
目
の
存
問
使
派
遣
時
の
詩
（
，
．
Ｎ
）

，
春
日
賎
三
野
柱
史
奉
レ
使
存
。
問
渤
海
客
幻
一
首
。
巨
識
人

使
レ
乎
レ
遠
欲
事
二
皇
皇
一
芳
情
腰
離
但
有
し
嶋
遅
日
未
し
蛸
辺

路
雪
暖
煙
遍
着
主
人
楊

天
涯
馬
踏
浮
雲
影
山
裡
猿
啼
朗
月
光
策
し
騎
闘
翻
何
処
至

春
風
千
里
海
西
郷

こ
の
詩
は
従
来
「
春
日
」
と
あ
る
た
め
、
弘
仁
六
年
の
春
に
帰
国

す
る
渤
海
使
が
出
航
地
に
向
か
う
に
及
び
、
同
行
す
る
存
問
使
滋
野

貞
主
を
賎
別
す
る
詩
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
前
述

の
よ
う
に
出
航
地
に
お
け
る
詩
に
は
存
問
使
の
こ
と
は
詠
ま
れ
て
お

ら
ず
、
存
問
使
は
渤
海
使
と
と
も
に
出
航
地
に
赴
い
て
い
な
い
。
渤

海
使
に
同
行
し
て
い
る
の
は
領
客
使
と
随
使
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
春
に
存
問
使
貞
主
が
派
遣
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
弘
仁
七

年
五
月
の
二
度
目
の
国
書
を
渤
海
使
に
渡
す
使
者
と
な
る
。
「
遅
日
」

「
辺
路
の
雪
」
「
暖
煉
」
な
ど
の
語
か
ら
、
貞
主
は
三
月
頃
に
京
を

出
発
し
た
と
み
ら
れ
、
出
航
地
に
着
い
て
五
月
に
国
書
を
渡
し
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
皇
皇
を
事
と
す
る
」
と
い
う
記

述
に
は
、
（
二
で
検
討
し
た
Ｍ
詩
の
「
皇
華
」
同
様
、
存
問
使
が

勅
使
で
あ
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
詩
で
は
巨
勢
識
人
も
存

法
政
史
学
第
六
十
六
号

の
弘
仁
七
年
春
に
『
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
一
示
し
た
い
。

問
使
と
し
て
出
雲
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
貞
主
に
賎
別
の
詩

を
詠
ん
で
お
り
、
識
人
は
出
雲
に
向
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
お
そ

ら
く
、
出
雲
に
領
客
使
が
長
く
留
ま
っ
て
お
り
、
出
航
地
で
の
国
書

授
与
な
ど
の
儀
式
は
領
客
使
と
貞
主
で
十
分
事
足
り
る
た
め
で
あ
る

』
う
ＯＮ
春
Ⅱ
奉
し
使
入
：
渤
海
客
館
。
－
首
。
滋
貞
主

蒼
惟
渤
瀞
幾
千
里
五
両
舟
中
送
二
年
一
醍
墾
難
し
辛
孤
帆

度
鯨
濤
殺
し
伯
遠
情
伝

春
鴻
愛
し
暖
南
江
水
旅
客
看
レ
雲
北
海
天
暁
籟
莫
し
驚
単
宿

夢
他
郷
覚
後
不
し
勝
し
憐

こ
の
詩
は
「
経
国
集
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
貞
主
作
の
前
掲
Ｈ

詩
に
も
鴻
艫
館
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
Ｎ
詩
の
「
渤
海
客
館
」
の

語
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｈ
詩
と
Ｎ
詩
は
同
時
期
の
弘
仁
六

年
春
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｎ
詩
の

「
奉
使
」
は
存
問
使
と
し
て
の
任
務
を
担
い
「
渤
海
客
館
」
に
入
っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
渤
海
客
館
」
は
渤
海
使
が
滞
在

し
て
い
る
出
雲
の
客
館
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
Ｈ
詩
は
存
問
使
の
任
務

に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
場
所
は
京
内
鴻
艫
館
で
あ
り
、

両
者
は
作
者
が
同
じ
で
あ
れ
、
ま
っ
た
く
異
な
る
状
況
を
詠
ん
だ
詩

で
あ
る
。

こ
の
詩
が
弘
仁
七
年
の
春
の
詩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
詩
中
二

■■■■■■■■■■■

一

一
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【
表
Ⅱ
】
弘
仁
５
～
７
年
の
渤
海
使
迎
接
と
漢
詩
文

是
l
I
r
:
’
二
釧
賀
Ｉ
三
川
後
紀
）

・
２
０
Ｊ
】
集
堂
の
饗
1
-
ニ
カ
Ⅱ
(
後
紀
）

Ｏ
Ｇ
｡
Ｊ
･
Ｌ

0
J
･
Ｎ

≦
出
航
地
て
Ｋ
Ｌ

－
Ｆ
ｍ
■

５
１
８
王
孝
廉
ら
海
中

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

２
３
越
月
Ⅱ
国
に
大
船
を
選
は
せ
る
後
紀

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

６
１
４
壬
孝
廉
莞
(
後
紀
）

■
■
■

Ｄ
･
Ｎ

謎
脆
や
く
ｕ
Ｆ
（
i
Q
感
L
H
<
出
ｅ
遍
建
遇
（
泓
軍
）

1１１１

年
月
日

渤
海
使
の
動
向

漢
詩
文

小
島
説

遠
藤
説

大
肪
説

上
田
説

ア
ジ
ア
遊
学
説

加
藤
説

浜
田
説

弘
仁
５

(814）
9
．
３
０

出
雲
来
着
(
後
紀
）

Ｆ
･
Ｌ

ﾉ:＆
､

◆
出
雲
国
に
安
置

◆
入
京

Ｍ
Ｍ

弘
仁
６

(815）
春

正
･
１

正
･
７

正
．
1
６

正
.
2
０

正
.
2
２

天
皇
出
御
。
元
日
朝
賀
に
参
加
(
後
紀
）

宴
に
参
加
。
渤
海
大
使
以
下
に
叙
位

(
後
紀
）

天
皇
出
御
。
豊
楽
院
で
の
宴
に
参
加

(
後
紀
）

朝
集
堂
で
の
饗
に
参
加
(
後
紀
）

帰
国
に
あ
た
り
日
本
の
国
書
を
賜
る

(
後
紀
）

◆
京
を
出
る

◆
出
航
地
に
向
か
う

◆
出
航
地
に
到
着

Ａ
･
Ｂ

Ｉ

，

Ｃ
･
Ｇ

』

Ｅ

Ｂ
･
Ｉ

Ａ，

Ｇ
･
J
.

(
H
在
京
）

Ｃ

Ａ
･
Ｂ
･
Ｉ

，

Ｃ
･
』

Ｇ
･
Ｈ
．

Ｌ
･
Ｎ

Ａ
･
Ｂ
･
Ｉ

Ｈ
･
Ｎ

，

Ｃ
･
Ｇ
．
J
･
Ｌ

ＢＡ

Ｈ
･
Ｉ

，

Ｃ
･
J
･
Ｎ

ＢＡ

Ｉ

C
･
Ｈ
･
Ｊ

Ｇ
･
Ｌ

Ｅ

(
在
京
）

Ｂ

Ａ
･
Ｉ

Ｈ

Ｃ
･
Ｊ

Ｇ
Ｅ

(
在
京
）

夏
4
～

5
．
１
８

5
．
２
３

6
．
１
４

◆
出
航
地
で
夏
を
迎
え
る

王
孝
廉
ら
海
中
で
漂
廻
(
後
紀
）

越
前
国
に
大
船
を
選
ば
せ
る
(
後
紀
）

王
孝
廉
覺
(
後
紀
）

Ｋ
･
Ｌ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ
･
Ｌ

秋
７
～

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ

久
､

１
０
～

弘
仁
７

(816）
春

Ｄ
･
Ｎ

夏
4
～

5
．
２

高
景
秀
以
下
に
夏
衣
と
国
書
を
賜
る
。

こ
の
と
き
ま
で
に
王
昇
基
･
鐸
仁
貞
ら

が
物
故
(
類
史
）
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句
目
の
「
船
中
送
一
年
」
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
渤

海
使
が
出
航
地
の
出
雲
に
着
い
た
の
が
弘
仁
六
年
の
春
で
あ
り
、
そ

れ
か
ら
帰
国
で
き
ず
に
船
出
の
日
を
待
っ
て
一
年
が
過
ぎ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
詩
を
弘
仁
六
年
春
の
詩
と
と
れ
ば
、
こ
の
一

（
５
）

年
の
意
味
を
解
釈
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
丼
実
氏
は
「
一
年
」
を
渤

海
か
ら
日
本
ま
で
の
航
海
期
間
と
解
釈
し
、
一
句
目
の
「
千
里
」
に

対
応
さ
せ
て
三
年
」
と
詠
ん
で
い
る
も
の
の
、
「
誇
張
表
現
で
あ

ろ
う
。
…
実
際
の
期
間
は
一
ヶ
月
も
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
「
誇
張
表
現
」
と
み
る
よ
り
も
、

弘
仁
七
年
の
春
の
詩
で
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
、
実
際
に
出
雲
で
の
滞

在
期
間
が
一
年
と
な
り
、
詩
の
言
葉
通
り
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
Ｎ
詩
の
み
が
な
ぜ
「
経
国
集
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
貞
主
に
よ
る
「
経
国
集
」
序
文
に

は
、
「
先
入
秀
麗
者
、
即
不
刊
之
書
也
。
彼
所
漏
脱
、
今
用
兼
収
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
「
文
華
秀
麗
集
」
に
Ｈ
詩
が
あ
っ
た
た

め
、
詞
書
が
似
て
い
る
Ｎ
詩
は
漏
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
Ｎ
詩
の
存
在
に
よ
り
、
存
問
使
が
二
度
に
わ
た
り
出

雲
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
弘
仁
六
年
の
存
問
使
・
領
客
使
ｌ
む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
渤
海
関
連
詩
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
弘
仁

法
政
史
学
第
六
十
六
号

六
年
段
階
の
存
問
使
と
領
客
使
の
任
務
を
整
理
し
て
み
た
い
。

漢
詩
文
か
ら
判
明
し
た
存
問
使
は
滋
野
貞
主
と
巨
勢
識
人
の
二
名

で
あ
る
。
識
人
を
存
問
使
と
す
る
先
行
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

が
、
と
も
に
（
Ｍ
）
詩
で
野
焼
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ

ば
、
存
問
使
と
し
て
二
人
が
渤
海
使
の
来
着
地
（
出
雲
）
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
年
後
の
弘
仁
七
年
春

に
二
度
目
の
国
書
と
夏
衣
を
渡
す
た
め
に
滋
野
貞
主
が
出
航
地
（
出

雲
）
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
渤
海
使
が
入
京
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
出
航
地
に
再
度
国
書
を
届
け
る
事
例
は
他
に
は
み
え
ず
、
帰
国

が
難
航
し
た
た
め
の
特
例
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
領
客
使
は
、
漢
詩
文
か
ら
名
前
が
判
明
す
る
の
が
坂
上
今

継
で
あ
る
が
、
（
Ｊ
）
詩
の
「
両
箇
領
客
使
」
と
い
う
表
現
に
よ
り

も
う
一
名
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
弘
仁
六
年
正
月
末
に
帰
国
す

る
渤
海
使
を
送
る
た
め
、
出
航
地
に
向
か
っ
た
。
出
航
地
到
着
後

は
、
渤
海
使
が
航
海
に
失
敗
し
た
五
月
以
後
も
使
節
と
と
も
に
滞
在

を
続
け
、
弘
仁
七
年
に
再
度
存
間
便
が
来
る
と
き
ま
で
も
滞
在
し
続

け
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
領
客
使
に
川
行
す
る
「
滋
三
」
は
、
治

部
式
蕃
客
条
で
領
客
使
に
随
行
し
て
記
録
を
担
当
す
る
随
使
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

領
客
使
の
任
務
は
治
部
式
蕃
客
条
に
「
在
路
雑
事
」
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
玄
蕃
式
で
も
蕃
客
と
と
も
に
往
還
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

一

四
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い
る
。
今
回
の
領
客
使
は
、
入
京
路
を
渤
海
使
に
同
行
し
た
こ
と
は

み
え
な
い
が
、
帰
国
時
に
は
同
行
し
て
お
り
、
延
喜
式
に
規
定
さ
れ

た
領
客
使
が
す
で
に
弘
仁
六
年
段
階
で
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
弘
仁
六
年
に
お
い
て
、
存
問
使
と
領
客
使
は
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
両
者
を
混
同
す
べ
き
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
迎
接
使
の
任
務
を
定
義
せ
ず
に
い

た
た
め
に
、
存
問
使
が
帰
国
時
の
渤
海
使
に
同
行
す
る
と
い
う
誤
解

が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
漢
詩
文
の
誤
っ
た
解
釈
を
ま
ね
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

註（
１
）
拙
稿
「
延
喜
式
に
見
え
る
外
凶
使
節
迎
接
使
ｌ
太
政
官
式
蕃
客
条

と
治
部
式
蕃
客
条
の
検
討
ｌ
」
（
「
延
喜
式
研
究
」
一
八
、
二
○
○
二

年
）
。

（
２
）
僅
か
に
「
類
聚
符
宣
抄
」
第
六
文
譜
に
、

応
検
収
使
司
所
進
文
記
事

右
被
右
大
臣
宣
称
、
几
廠
文
記
本
備
遵
行
。
若
有
失
錯
、
何
足
准

拠
。
而
今
掌
客
文
記
錯
誤
者
多
。
此
是
外
記
不
加
検
察
所
致
也
。
自

今
以
後
、
諸
使
文
記
、
宜
細
披
検
而
後
収
潰
。
即
彼
収
帳
録
検
人

名
。
若
有
失
錯
、
随
事
科
附
。

弘
仁
六
年
正
月
廿
三
日

大
外
記
豊
宗
宿
禰
廣
人
奉

漢
詩
文
に
み
る
弘
仁
六
年
の
渤
海
使
（
浜
田
）

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
正
月
一
一
十
一
一
一
日
は
、
日
本
が
国
書
を
授

与
し
た
翌
日
で
あ
る
た
め
、
こ
の
「
掌
客
文
記
」
も
渤
海
使
の
迎
接

使
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

（
３
）
小
島
憲
之
校
注
「
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粋
」
（
日
本

古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
。
以
下
、
本
稿
で
扱
う

小
島
説
は
こ
の
校
注
著
書
に
拠
る
。

（
４
）
遠
藤
光
正
ａ
「
渤
海
国
使
王
孝
廉
と
一
文
華
秀
麗
集
」
」
Ｓ
東
洋

研
究
」
二
六
、
一
九
九
五
年
）
、
ｂ
「
渤
海
国
使
と
勅
撰
漢
詩
集
」

Ｓ
東
洋
文
化
」
復
刊
七
五
、
無
窮
会
、
一
九
九
五
年
）
。
以
下
、
本

稿
で
扱
う
遠
藤
説
は
こ
れ
ら
の
論
文
に
拠
る
。
本
稿
中
で
は
ａ
論

文
、
ｂ
論
文
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
５
）
後
藤
昭
雄
「
王
孝
廉
「
奉
勅
陪
内
宴
詩
」
」
ミ
ァ
ジ
ァ
遊
学
」
勉

誠
出
版
、
五
七
、
二
○
○
三
年
）
、
河
野
貴
美
子
「
釈
仁
貞
「
七
Ⅱ

禁
中
陪
宴
詩
」
」
（
「
何
」
六
○
、
二
○
○
四
年
）
、
岡
部
明
日
香
「
桑

腹
赤
「
和
渤
海
入
親
副
使
公
賜
対
龍
顔
之
作
一
首
」
」
（
「
Ｍ
」
六
二
、

二
○
○
四
年
）
、
井
実
充
史
「
滋
野
貞
主
「
春
日
奉
使
入
渤
海
客

館
」
」
（
「
同
」
六
四
、
二
○
○
四
年
）
、
山
谷
紀
子
「
滋
野
貞
主
「
春

夜
宿
鴻
順
簡
渤
海
人
朝
王
大
使
」
」
（
「
同
」
六
六
、
一
一
○
○
囚
年
）
、

中
村
成
里
「
巨
勢
識
人
「
春
日
饒
野
柱
史
奉
使
存
問
渤
海
客
上

（
「
同
」
六
九
、
二
○
○
四
年
）
、
加
温
吉
春
「
王
孝
廉
「
春
Ⅱ
対
剛
。

探
得
情
字
。
一
首
」
」
（
「
同
」
七
一
二
一
○
○
五
年
）
、
岡
部
明
日
香

「
王
孝
廉
「
在
辺
亭
賦
得
山
花
戯
寄
両
箇
領
客
使
井
滋
三
一
首
」
」

（
「
同
」
七
一
一
、
二
○
○
五
年
）
、
蒋
義
喬
「
王
孝
廉
「
和
坂
領
客
対

Ⅱ
思
郷
見
贈
之
作
」
」
（
「
何
」
七
一
一
一
、
二
○
○
五
年
）
。
以
下
、
本
稿

一

五
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で
扱
う
各
執
筆
者
の
説
は
こ
れ
ら
の
論
文
に
拠
る
。

（
６
）
大
日
方
克
己
「
日
本
・
渤
海
間
の
交
通
と
山
陰
諸
国
」
Ｓ
社
会
シ

ス
テ
ム
論
集
」
五
、
島
根
大
学
法
・
文
学
部
、
二
○
○
○
年
）
。
以

下
、
本
稿
で
扱
う
大
日
方
説
は
こ
の
論
文
に
拠
る
。

（
７
）
上
田
雄
「
渤
海
使
の
研
究
」
（
明
石
書
店
、
二
○
○
二
年
）
。
以

下
、
本
稿
で
扱
う
上
田
説
は
こ
の
著
書
に
拠
る
。

（
８
）
加
藤
順
一
「
文
士
と
外
交
」
（
三
田
古
代
史
研
究
会
編
「
政
治
と

宗
教
の
古
代
史
」
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
四
年
）
。
以
下
、

本
稿
で
扱
う
加
藤
説
は
こ
の
論
文
に
拠
る
。

（
９
）
「
扶
桑
略
記
」
延
喜
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
渤
海
使
を

「
越
前
国
松
原
駅
館
」
に
安
置
す
る
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
「
松
原

駅
館
」
は
「
延
喜
雑
式
」
に
「
凡
越
前
国
松
原
客
館
、
令
気
比
神
宮

可
検
校
」
と
あ
る
「
松
原
客
館
」
と
同
一
の
も
の
で
、
日
本
海
沿
岸

に
来
着
、
出
航
す
る
渤
海
使
専
用
の
客
館
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
比

定
地
に
は
諸
説
が
あ
り
、
実
在
に
つ
い
て
は
確
証
を
得
て
い
な
い
。

松
原
客
館
（
駅
館
）
に
つ
い
て
は
、
田
島
公
「
奈
良
・
平
安
初
期
の

対
外
交
渉
」
（
「
福
井
県
史
通
史
編
二
一
九
九
三
年
）
参
照
の
こ

と
。

（
、
）
テ
キ
ス
ト
は
「
文
華
秀
麗
集
」
に
小
島
憲
之
氏
註
（
３
）
前
掲
書

を
、
「
経
国
集
」
に
小
島
憲
之
「
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
下
Ｉ
」

（
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
）
を
使
用
し
た
。

（
Ⅱ
）
貞
主
の
卒
伝
（
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
仁
寿
二
年
二
月
乙
巳

（
八
日
）
条
）
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
二
年
に
少
内
記
、
弘
仁
六
年
に
大

内
記
に
な
っ
て
い
る
。

法
政
史
学
第
六
十
六
号

（
、
）
阿
部
猛
、
義
江
明
子
、
相
曽
貴
志
編
「
平
安
時
代
儀
式
年
中
行
事

事
典
」
「
内
宴
」
井
上
一
日
一
氏
執
筆
（
東
京
堂
出
版
、
二
○
○
三
年
）
。

（
Ⅲ
）
小
島
憲
之
「
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
（
中
）
」
（
塙
書
房
、
一

九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
太
」
を
「
大
」
と
す
る
写
本
も
あ
る
。

（
ｕ
）
川
口
久
雄
校
注
「
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
」
（
日
本
古
典
文
学
大

系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
。

（
胆
）
小
島
憲
之
氏
註
（
３
）
前
掲
書
で
は
、
こ
の
「
上
京
」
を
「
渤
海

の
都
竜
泉
府
」
と
す
る
が
、
す
で
に
加
畠
氏
も
そ
の
誤
り
を
指
摘
す

る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
平
安
京
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
船
）
坂
上
今
継
に
つ
い
て
は
、
笠
井
純
一
コ
日
本
後
紀
」
の
第
一
次

撰
者
と
大
外
記
坂
上
今
継
」
（
「
続
日
本
紀
研
究
」
二
七
九
、
一
九
九

二
年
）
が
詳
し
い
。

（
Ⅳ
）
松
浦
友
久
三
文
華
秀
麗
集
」
考
」
（
「
漢
文
学
研
究
」
一
○
、
一

九
六
二
年
）
。

（
旧
）
「
日
本
三
代
実
録
」
貞
観
元
年
十
二
月
二
十
二
日
条
。

（
四
）
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
仁
寿
二
年
二
月
乙
巳
（
八
日
）
条
。

（
別
）
田
島
公
氏
註
（
９
）
前
掲
論
文
。
た
だ
し
、
田
島
氏
の
説
は
稲
垣

直
「
美
保
関
か
ら
隠
岐
島
ま
で
（
再
考
と
（
「
季
刊
ぐ
ん
し
よ
」
再

刊
一
八
、
一
九
九
二
年
）
論
文
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は

稲
垣
説
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
か
ら
渤
海
へ
の
航
路
に
つ
い

て
は
、
近
年
上
田
雄
氏
註
（
７
）
前
掲
書
や
古
畑
徹
氏
「
渤
海
・
日

本
間
の
航
路
に
つ
い
て
」
Ｓ
古
代
交
通
研
究
」
四
、
一
九
九
五
年
）

に
よ
り
、
日
本
海
横
断
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

一
一
ハ
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